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1. 防災対策について 町長
担当部長

2. ファミール産院あり
だの運営について

町長
担当部長

1 増谷　憲
(一問一答)

50分

令和８年第３回定例会一般質問

質　問　事　項 質　問　要　旨

１.近年の大規模な地震や水害は全国どこでも発生する可能性が極めて高くなった。
　 災害の低減のために以下の点で地域防災計画を補充する必要がないか。
 ①避難所運営のあり方、男女別トイレの比率を１対３に、トイレカーの導入、避難所
   に更衣室の設置、暖かい食事が提供できるキッチンカーの導入、妊婦や乳幼児の母
   子専用避難所の設置、防災対策にあたる女性職員の確保ができるようになっている
   か。
 ②空調設備未設置の体育館に空調設備を設置していくが、夏場の高温を考えると停電
   時にも電気を供給でき空調設備が機能する自立型ガスヒートポンプエアコンの設置
   が可能か検討する必要があるのではないか。もしくは、他の方法がないか検討すべ
   きではないか。
 ③災害関連死を防ぐ意味でも、イタリア式避難所設置訓練を広域的にできないか。
２.各個人や避難所でのトイレの使用後のものを、クリーンセンターや環境センター
    で処理できる体制にあるか。
３.水没した自動車が動けなくなる事例が出ている。対応はできるのか。
４.早月谷川の川崎橋より下流に埋まっているテトラポットと土砂の撤去を。

１.ファミール産院ありだの医師が、インスタグラムに令和９年３月３１日をもって退
　 職すると記述されている。突然のことでこのまま分娩できる医院として継続できる
   のか心配している。これは事実なのか、現時点での状況を説明していただきたい。
２.今後の運営であるが、どのように対策を講じていかれるのか。
３.分娩できる産科を運営するにあたり、各市町で協定を結んでいると思うが、今回の
   事態は協定に反する内容になっていないか、などどのような内容になっているか。
４.令和７年４月１日から令和８年７月末までの当医院での出生数、各市町別に出して
   いただきたい。
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2 1. 現在の有田川町
の防災対策で、
全国各地に被害
をもたらしてい
る規模の災害を
乗り切ることが
できるか、疑問
が残る。今後の
対策を問う。

町長
副町長

担当部長
消防長

担当課長

2. 有田川町内各区
からの要望に対
して、町の対応
はどうか。

町長
担当部長

3 堀江　眞智子
（一問一答）

1. 住民の安心・安
全の暮らしのた
めの町行政の姿
勢を問う

町長
担当部長

30分

2. プール授業での
熱中症対策は

教育長
担当部長

60分殿井　堯
(一問一答）

昨今の熊本の地震災害や千葉の豪雨災害の被害状況を考えると、有田川町の防災対策
をどう充実するのか。
また、避難場所・避難所への経路上で危険が伴う箇所があることから、今の場所では
疑問が残る。
ハザードマップの見直しも必要ではないか。

有田川町内にある旧吉備町３７区、旧金屋町４４区、旧清水町２５区、合計１０６の
区から出される要望について、各課はどのような対応をされているのか。

質　問　要　旨質　問　事　項

(1)ごみ焼却施設の建設計画は
(2)災害時の対応として町民の安心・安全のための計画は
　 ①災害時、誰もが安全で安心できる避難場所にするための計画は
　 ②災害ごみの処理計画は
　 ③仮設住宅の建設計画は

寒冷紗等を設置する考えは
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1. 藤並駅東口駐車
場無料券発行
サービスについて

町長
担当部長

2. 農作物を鳥獣被害
から守るための防
護柵設置支援に
ついて

町長
担当部長

3. 清水消防署の新
築・移転について

町長
消防長

1. 災害助成金の返
還と回収について
の検討結果は

町長
副町長

担当部長
担当課長

2. 町所有のドローン
の能力について及
び今後災害時の
適用能力について

町長
副町長
消防長

担当部長
担当課長

3. 町職員の資質向
上や環境・安
全・衛生に関す
る対応について

町長
副町長
教育長

担当部長
担当課長

佐曽　永和
(一問一答）

5

質　問　事　項

40分・東口駐車場無料券発行の利用客は年間何件位あるのか。
　２０２１年１０月乗車券の券売機が設置されてからＪＲ職員が常駐されなくなり無
　料券の発行が窓口で受けられなくなっているが町は把握しているのか。現在無料券
　の発行はどこで発行しているのか。

質　問　要　旨

・清水消防署の新築・移転についての進捗状況はいかがでしょうか。

4

・農作物を鳥獣被害から守るための防護柵設置支援を町が行っているが補助金の金額
　の上限はいくらになっているのか。又県からの補助金についても上限が設定されて
　いるのか。

栗山　昌之
(一問一答）

令和８年３月１８日の議会で一般質問をした「返還されていない補助金と利息」の進
展は。また、町の補助金交付要綱の修正は行わないのか

現在、町で保有するドローンの災害時における活用能力はどれぐらいあるのか。
災害発生時の各地の状況調査、薬品や機材の運搬、どれだけの能力があり、行うこと
の可否についての詳しい説明を依頼する。
また、今ドローンで上記の調査や運搬ができるような機種はあるのか。なお、その機
種の操縦免許等はどのようなものが必要か。これらを確立するための経費はどれぐら
い必要か

町民への奉仕者であることの再認識と、職務専念義務の徹底、などとともに職員の法
令の対応強化が望まれる。職員研修は昨年度どれくらい実施されましたか
労働安全衛生法に基づく統括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者はどのように
定められていますか
職員に法制専門員を配置する必要はないのか

60分
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1. ふるさと納税制
度の見直しに伴
う本町の財政運
営について

町長
総務政策部長
産業振興部長

2. 地域の伝統行事
の継承について

町長
教育長

教育部長
総務政策部長

7 1. かなや明恵峡温
泉の大規模改修
および民営化事
業について

町長
担当部長

60分

2. 「住み続けた
い」「帰って来
たい」有田川町
の実現に向けて

町長
副町長
教育長

担当部長

60分

椿原　竜二
（一問一答）

質　問　事　項 質　問　要　旨

神山　裕介
(一問一答）

かなや明恵峡温泉は、施設の老朽化や利用者数の減少、維持管理費の増加などを背景
に民間活力を活用した大規模改修および民営化に向けた取り組みが進められてきた。
サウンディング型市場調査や実施方針の策定、事業者公募等が行われ、優先交渉権者
が決定。一方、当初示されていたスケジュールから変更が生じ、現在も町による運営
が続いている。そこで、かなや明恵峡温泉の大規模改修および民営化に向け、これま
でどのような経緯で取り組みを進めてきたのか。また、現在の進捗状況はどのように
なっているのか。

第３次有田川町長期総合計画および立地適正化計画策定に向けたアンケートでは、多
くの方が「これからも有田川町に住み続けたい」と回答する一方で、若者の定住、働
く場所の確保、企業誘致、子育て・教育環境、公共交通など、これからのまちづくり
に向けた課題もみえてきた。なかでも、若い世代がこのまちで暮らし続けていくため
には、仕事や子育て、日々の移動など、生活に直結する環境をしっかり整えていくこ
とが必要だと考える。
また、進学や就職などで一度町外へ出た若者が、将来「やっぱり有田川町に帰って来
たい」と思えるまちであることも大切である。今回のアンケートには、町民の皆さま
が感じている期待や不安これからの町に求めることが数字として表れている。町はこ
の結果をどのように受け止め、そこから見えてきた課題を今後の施策やまちづくりに
どのようにつなげていく考えか伺う。

(1)令和７年度の寄付受入額、募集に要した費用の額及びその内訳、並びに受入額に占
　 める費用の割合はどうか。また、基幹産業である柑橘をはじめとする返礼品の状
　 況を含め、近隣市町と比較して本町の受入額をどのように分析しているか。
(2)令和８年１０月から適用される寄付金活用可能額の基準について、本町の現状と今
   後の対応方針はどうか。
(3)ふるさと納税を財源とする事業への充当額及び基金の状況はどうか。また、寄付額
　 が減少した場合の財源確保の考え方はどうか。

6

(1)町内の伝統行事の継承状況をどのように把握しているか。また、担い手不足等によ
　 り継承が課題となっている行事について、文化財としての位置づけを含め、今後ど
   のように保存・継承を図っていく考えか。
(2)継承が困難となっている行事に対し、周知・広報を含めどのような支援が可能か。
(3)文化の継承にガバメントクラウドファンディング及び企業版ふるさと納税を活用す
   る考えはあるか。


